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間欠照明の開始齢が採卵鶏の
産卵性能に及ぼす影響

藤中邦員IJ'.龍由健移

要約

ウインドウレス鶏舎での間欠照明の開始鵠(16適齢， 18週齢， 40趨齢及び強制換羽後 (64週十10

日齢))が産卵性能，残存率及びi浪人に及ぼす影響を調査した.

1 産卵開始日齢に対する題欠照明開始齢の違いの影響は認められなかった.

2 16適齢又は18週齢での間欠照明の開始により，産卵量と収入の増加，残存率の上昇及び飼料消

費量の減少が認められた.

3 強制換羽後での罰欠照明開始は，強制換羽後の産卵再闘を促進するとともに，産卵量と収入の

増加をもたらす効果が認められた.

Effects of the beginning of intermittent light treatment at 

different ages on egg production performance of layer 

Kuninori FUJINAKA and Ken TATSUDA 

Summary 

Effects of the beginning of intermittent 1ight treatment at different ages (16 weeks， 18 
weeks， 40 weeks and after forced mo1ting (64 weeks + 10 days)) on laying performance， viabi-

lity and income were investigated. 
(1) Age at first laying was not affected by the beginning of the treatment at different ages. 
(2) Beginning of the treatment at 16 or 18 weeks old increased egg mass and income，巴nhanced
viability and decreased feed consumption. 

(3) Beginning of the treatment after forced molting resulted in ear1ier laying of the first egg 
and more egg mass and income after forced molting. 
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緒

ー近年，本県においても増加領向のウインドウレス鶏舎

では，点灯をすべて照明設備に頼らざるを得ない.その

点で，開放鶏舎と比較して点灯管理が一層重要である.

ウインドウレス鶏舎での照明方法については，合くから

検討され2) 現在までに，大きく分類して 2積類の方法

が報告されている.一方は 2時間程度の明期と 2から 8

時鵠程度の暗期を組み合わせる方法1・3) であり，他方

は点11"の開始から終了までの時間が通常の連続照明み需

じで，点灯時間中の各 l時期の中に45分間程度の暗期を

設ける方法8) である.

られる.近年，我が顕でもこの方法に関する報告が多く

みられるト7.9.11) これらの報告によると， ウインドウ

後者の方法は，点灯の開始と終了が連続照明と同じで，

連続照明を行っている養鶏場にも受け入れやすいと考え

1996年8月27日受理

*中央農業技術センター

レス鶏舎において産卵低下を起こさずに間欠無明を行う

ためには，育成期の前半から間欠照明を行うか，産卵ピ

ーク時の40週齢までは通常の連続照明又は日中にある躍

度の連続照明の時間帯を設ける必要がある.…方，県内

の大部分のウインドウレス鶏舎では育成期を開放鶏舎で

飼育し， 16ないし17週齢程度で成鶏舎に収容している.

本試験では，成鶏舎収容後に相当する16遇齢又は， 18週

鱗の育成後半から60分陣中に15分間又は30分間明期の間

欠照明を行い，産卵開始までの間欠照明への邸11化が，産

卵性能lこ及ぼす影響について調査した.また， 64週齢で

強制換羽を行う場合を想定し，. 64週齢まで連続照明~に

おき，強制換羽後に60分間中15分間明期の間欠照明を行

った場合についても検討した.
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材料及び方法

供試鶏は1994年9月8日にえ付けした市販採卵鶏4銘

柄，各100羽，計400羽で， 15:i毘齢時にウインドウレス鶏

舎に収容し16遊離から試験を開始した.強制換羽は絶食 ι

を1995年12.F.l3日 (64適齢)から1013間行い， 1995年12

月1313に飼料給与を再鵠し，飼料給与再開後28週間飼育

して1996年6月初日に試験を終了した.

試験区分は16趨齢から60分間中15分間暁期の閤欠照明

を行った区(以下16-15区)， 16週齢から60分間中30分間

明期の間欠照明を行い， 40適齢から60分間中15分間鴨期

の間欠照明を行った区(以下16時30区)， 18適齢から60分

開中30分間明期の関欠照暁を行い， 40週齢から60分間中

15分間明期の間欠照明を行った底(以下18-30区)， 64週

齢までは連続照明を行い，強制換羽後に60分間中15分間

明期の鵠欠照明を行った区(以下64-15区)，対照区とし

て40週齢までは連続際、明を行い，以後60分間中15分間明

期の器欠照明を行った区(以下40偏見区)の 51R分とし

た.

産卵成績は毎日の産卵個数，産卵重量，ひび卵数，軟

卵数，流失卵数を記録した.ひび卵，軟卵，流失卵の合

計を非正常卵とし，ひび卵は農場で発見した個数とした.

収入は正常卵とひび卵を合計し に卵価160丹/kg

を乗じて求めた卵販売額と館料単価を35円/kgとして計

算した飼料代金の差とし， 1 13 1羽当たりで算出した.

試験期間中に産卵を停止した儒体は淘汰した.

統計処理は主効果として，間欠無明の方法 (5水準)

と採卵鶏の銘柄 (4水準)を取り上げて分散分析を行っ

た.農の検定は1設i捻率 5%水準で行った.

結 果

表 1に50%産卵白齢と64遡齢までの産卵成績，残存率

及び収入を示した.銘柄別の結果については，銘柄の違

いが間欠照明の区分別の結果に対して影響を及ぼさなか

ったため示さなかった. 50%産卵B齢には関欠照明の違

いによる有意な葦は認められなかった.産卵2容は64“15

IRがやや低く， ~1に示したように32から 44遇齢のピー

ク時の産卵率が特に低く推移した.他の間欠損明の区間

の産卵率にはほとんど葦が認められなかった.卵震は40-

15区がやや軽い傾向であり，日産卵量は16ないし18適齢

から間欠照明を開始した区がやや震い傾向であった.飼

料消費量は64-15区が多い傾向で，訪問15区はやや少なか

った.館料消費量安 4遇毎にみると，関 2に示したよう

に48週齢以降64-15区の消費量が多く， 40-15院は44から

52適齢にかけて消費量が少なかった.飼料要求率は64-

表 1 64週齢までの産卵成績，残存率及び収入

50% 飼料 鰐料

産卵白齢 産卵率 卵霊 日産卵量 消費量 要求率 非正常卵率 残存率 収入

試験区分 (日) (%) (g) (g) (g) (%) (%) (円)

16-15 156.0 83.8 64.3 53.9 122.6 2.28 0.86 96.3" 4.33 
16-30 159.5 83.3 63.8 53.2 122.0 2.30 0.65 92.6" 4.24 
18舗30 154.3 83.6 63.5 53.1 122.1 2.30 0.47 93.8" 4.22 
64-15 156.5 82.0 63.6 52.1 126.3 2.43 0.50 77.2b 3.92 
40-15・ 158.0 83.5 63.1 52.7 121.5 2.31 0.47 90.3" 4.17 

牢:40-151Rは対照区
a b:異符号間に有意差あり (pく0.05)

表 2 強制換羽後の康卵成績，残存率及び収入

50% 飼料 飼料

産卵白齢 産卵率 卵璽 日産卵量 消費量 要求率 非正常卵率 残存率 収入

試験産分 (日) (%) (g) (g) (g) (%) (%) (丹)

16倒 15 38.5C 70.3bC 70.6 49.6b 123.8 2.50 0.88 96.1 3.60b c 

16-30 35.3bC 67.6C 69.8 47.2C 121.6 2.59 1.08 94.6 3.29C 

18伊 30 37.3C 70.9b 69.9 49.6b 125.1 2.52 0.64 95.7 3.55b c 

64-15 15.3" 75.8" 70.1 53.1" 126.0 2.38 0.80 93.5 4.09" 
40-15・ 26.3b 71.8b 70.0 50.3b 123.2 2.46 0.61 94.4 3.73b 

* : 40回 15区は対照、震
a b， C 異符号調に脊意差あり (pく0.05)
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表3 全試験期間中の産卵成績，残存率及び奴入

問料 飼料

産卵率 卵重 日産卵嚢 消費量 要求率 非正常卵率

試験区分 (%) (g) (g) (g) (%) 

16-15 78.7 66.4 52.2 123.1 2.36 0.87 
16-30 77.5 65.8 50.9 121.8 2.40 0.79 
18-30 78.9 65.6 51.7 123.1 2.38 0.52 
64-15 79.9 65.7 52.5 126.2 2.41 0.61 
40-15・ 79.2 65.4 51.8 122.1 2.36 0.52 

残存率 収入

(%) (円)

92.5' 4.05 
87.6" 3.88 
90.0' 3.97 
72.2b 3.98 
85.4" 4.01 

* : 40-15区は対照区
a b 巽符号間に有意差あり (pく0.05)
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15区がやや劣った.非正常卵率は16附 15区がやや高かっ

た.残存率は64-15区が(也の区より有意に低かった.な

お，弊死の主な原因は吸血性害虫の発生に伴う貧血であ

った.収入は16偏見区がやや多く. 64-15監はやや少なか

った.

表 2に強制換羽後の産卵成績，残存率及び収入を示し

た.問料給与再開後50%産卵に到達するまでの期間は，

64-15区で最も短く. 40-15包も16-15藍と18-30震に対し

て有意に短かかった.産卵率は64-15区で最高で. 40-15 

区と18-30区では16-30区よりも有意に高かった. 64-15毘

では図 1に示したように強制換羽後の初期に特に高かっ

た.卵重については各区間でほとんど差が無く，日産卵

量は産卵率に比例する結果であった.銅料消費量は64ω

15区でやや多く. 16-30区では少ない額向であった.鰐

料要求率については64-16区でやや擾れ，非正常卵率lま

16-30区でやや高かった.他方，残存率については各区

間でほとんど差がなく，収入は64欄 15区で最も多く. 40附

15区では16-30区よりも有意に多かった.

表3に全試験期間中の産卵成績，残存率及び収入を示

した.残存率を除いたいずれの測定項毘についても間欠

照暁処理法の違いによる有意な差は認められなかった.
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考察

育成期から間欠照明を行った場合の産卵開始について

は遅れる幻，差がない 6) 早まる 10) とするものがあり

一定でないが，本試験ではほとんど差がなかった.関欠

照明では鰐料摂取量が減少する傾向にあるが5) 育成期

の飼料摂取量の減少量は少なく，性成熟に影響するほど

のものではないと考えられる.

本試験では，育成後期から期欠照明を掲始すると， 40 

趨齢又は64適齢まで連続照明を行った場合と比較して産

卵量の点で遜色がなく，むしろ上陸る傾向がみられた.

これは育成期の前半から間欠照明を行った河村らめと

詞様の結果であった.このことから， 16適齢で60分間中

15分開明期又は18適齢で30分間明期の間欠照明を開始す

れば，育成期前半から間欠照明を行った場合と悶様に爵

欠照明に馴化するものと考えられる.

連続照明では産卵後半で鰐料消費量が増加するが，開

欠照明ではこのような{頃向は認められず，全体として錦

料鴻費量が少なくなった.これは60分間中に45分間の暗

期を設けたことにより，鶏の飼料摂取がある程度制限さ

れた結果であると考えられる.岸井ら 7) は飼料消費量

の減少について，暗期が長いことによる，エネルギーの

節約によるものとしている.一方40:i麗齢から間欠照明を

開始した場合は，間欠照明の開始後に館料消費量が急激

に減少する傾向にあり， これが産卵景に影響したものと

考えられる. 40適齢まで60分間中30分間の間欠照明を行

い， 40週齢から15分間明鶏の間欠照明に変更するとこの

ような傾向はなく， この点でも育成後期からの間欠照明

が優れていると考える.

残存率については，本試験で64適齢まで連続照明を行

った区で吸血害虫が発生したことを考慮に入れても，間

欠照明区の64適齢までの残存率は92.6から96.3%と高く，

他の報告5.6・10) と一致するものであり， また強制換羽

後の残存率も全試験区で93.5%以上と高かったことから，

間欠無明を行うことが残存率に対して野影響を与えると

考えられる.この点に関して荷村ら 5・6) は明期が減少

しても疾病の発生率は増加せず，むしろ脱紅や悪癖発生

率が減少する効果が大きいとしている.

以上のことから，ウインドウレス鶏舎では， 16週齢か

らの15分間明期の間欠照明又は18適齢から30分間明期で，

40適齢から15分間明期の間欠照明を行っても，従来の連

続照明と比較して何ら問題がないと考えられる.一般の

養鶏場では17趨齢頃に成鶏舎に収容する場合も多いが，

この場合は18週齢までは連続照明とし， 18適齢から30分

間明拐で， 40:i鹿齢から15分間明期の間欠照明に移行する

ことが無難だあろう. 17ないし18週齢から15分間明期の

間欠照明が可能か否かについては今後検討が必要である.

強制換羽後に間欠照明を開始すると，強制換羽後の産

卵の再開が早かった.これは強制換羽部の飼料消費量が

多かったために，絶食による体重減少が不十分であった

ためと考えられる. しかし，この場合でも，強制換羽後

の産卵量も多く，収入も多かったことから強制換羽後に

間欠損明に移行しでも経営上の問題はないものと考える.
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